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1 はじめに
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鹿児島女子短期大学では EtherNetを用いた学内LANを構築しているが 一部の利用者は電話回線

(内線)を用いたRASを使用しており，また，アクセスポイン トが設置されてない教室もあるので，

未だLANを十分活用しているとは言い難い。その解決策として無線LANを検討しており，実用的な

無線LANを構築するための基礎的な実験を行ったので，現地試験の結果として本稿を報告する。

2 実験 I

無線LANのアクセスポイントには屋内で直接クライアン トからの送受信を担当するHUBの役割を

するものと，遠距離のLAN間接続を行うルータ的役割をするものがある。実験Iでは屋内近距離用の

HUB的役割について実験した。実験に用いた無線LANの構成を表lに示す。

アクセスポイント

無線LANカード

クライアントコンピュータ

実験目的

表 1 実験 Iの無線LAN構成

AirStation WSL -Lll G 

AirStation WLI-PCM-LlIG 

PCT-PR201s 

メjレコ

メJレコ

日立

l台のアクセスポイントと l枚の無線LANカードの環境での通信可能範囲を測定する。

実験方法

クライアントにインストールされたエアステーションクライアン トマネージャは電波状態(理想値を

100とした%表示)と速度 (Mbps) を図 1のようにリアルタイムに表示する機能があるので，実際に

Web上の約20Kbyteの画像をブラウザで数回表示させ，その時の電波状態と速度の表示を目視で計測す

ることで通信可能範囲を測定することにした。
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電液状態 100%速虚 11Mbps

図 1 クライアントマネージャ

実験結果

図 2-a. b. cがその結果である。例えば図中の100 (11) の数値は電波状態100%.速度

(llMbps)を測定した地点を表す。また，。印はアクセスポイントを設置した地点であり x印は「エ

アステーションと通信でき ません」の表示が出た場合も しくは実用的に通信不能であると判断した地点

を表す。実際の電波状態はリ アルタイムにかなり変動するので数回の測定の平均的な値を示した。

アクセスポイントのカタログ値によれば，通信範囲はコンクリ ー トの構造物ではかなり狭いと予想さ

れたが，実際に測定してみる と通信できる程度の実用的なレベルで捉えれば一台のアクセスポイン トで

かなり広範囲をカバーできることがわかった。
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図 2-a AirStation別館 2陪
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図2-b AirStation別館3階
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図2-c AirStation別館4階
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3.実験E

アクセスポイント聞の通信を担うアクセスポイントは外部アンテナを取り付けられる構造になってい

るが，屋内用と同様にクライアントとの通信も可能であるので実験Iで用いたアクセスポイントとの比

較実験を行った。実験に用いた無線LANの構成を表2に示す。

表2 実験Eの無線 LAN構成

アクセスポイント AirStationPro WLA-AWCG メlレコ

無線LANカード AirStation WLI-PCM-L11G メjレコ

クライアントコンピュータ PCT-PR201s 目立

実験結果

図3-a，b， cがその結果である。

図2と比較してHUB用のアクセスホ。イン トとアクセスポイント開通信用のアクセスポイントでは通

信範囲の差は無いと判断できる。
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図3-a AirStation別館 2階
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図3-b AirStation別館3階
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図3-c AirStation別館4階
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4.実験E

実験Eのアクセスポイン トは外部アンテナを取 り付ける ことができるようになっているので，外部ア

ンテナを取り付け実験Eと同様の実験を行った。

実験に用いた無線LAN構成を表3に示す。

表3 実験Eアクセスポイン卜に外部アンテナを取り付けた構成

アクセスポイント AirStationPro WLA-AWCG メJレコ

外部アンテナ WLE-HG-DNC メJレコ

LANカード AirStation WLI-PCM-LllG メJレコ

クライアントコンピュータ PC丁目PR201s 目立

実験結果

図4-a，b， cがその結果である。

図3より，近距離では外部アンテナを用いないでも，速度 (llMbps，この構成での最高速度)が出

ており外部アンテナの効果は見られない。逆に図3-a. Cと図4-a. Cを比較すると電波状態に於

いて外部アンテナを取り付けない方が良い値が観測されている。理由はアンテナの指向性の違いではな

いかと考えられる。
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図4-a AirStationPro外部アンテナ別館 2階
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図4-b AirStationPro外部アンテナ別館3階
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図4-c AirStationPro外部アンテナ 別館4階
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しかし，範囲の周辺部では大きな違いが出ている。外部アンテナを用いない場合に電波状態15%以下，

速度 1Mbpsまたは×印となっている地点でも外部アンテナを取り付けた場合は良好な通信状態を確保

できているので，外部アンテナは有効に機能していると言える。

ただし，階段のように鉄筋コンクリート構造物の影響を受ける場所での改善には有効ではないことも測

定結果で明らかになった。

5.実験町

実験皿により HUB的役割の通信距離の改善に外部アンテナが有効であることが判ったので，その実

用化に向けて次の実験を行った。

新館

~/ ¥が 別館

、)..

、ヮア

¥ ¥ 

図5 鹿児島女子短期大学建物配置図

写真 1 無線 LANアクセスポイン 卜
とコ リニアアンテナ

まずず、， 鹿児島女子短大の建物配置を図5に示す。別館と本館およぴ

おり， その聞は谷となっている。よって，写真lのように別館3階の新館と本館を見通せる窓際に外部

アンテナとアクセスポイ ントを20mの同軸ケーブルで繋いで設置し，本館および、新館で、の通信状況を測

定した。結果を表4に示す。

表4のように別館に面した教室では実用的な速度で無線LANが使用可能となっている。 さらにその

教室に接する廊下でも場所によっては通信可能で、ある。通信が出来ない;場所は鉄筋コンクリー ト壁の直

近地点や新館により別館が遮蔽されている場所である。
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表4 実験IVの通信状況

場所(図6-a， b， C， d， e参照) 通信状況 電波状態[%] (速度 [Mb p s]) 

図6-eのA地点 24 (5) 

図6-eのB地点 × 

図6-dのC地点 30 (11) 

図6-dのD地点 15 (1) 

図6-dのE地点 54 (11) 

図6-dのF地点 24 (5) 

図6-CのG地点 33 (11) 

図6-cのH地点 × 

図6-cのI地点 30 (5) 

図6-cのJ地点 60 (11) 

図6-cのK地点 × 

図6-bのL地点 45 (11) 

図6-bのM地点 × 

図6-bのN地点 51 (11) 

図6-aのO地点 24 (5) 

6 実験V

同様に実用試験として，会議棟にHUB的役割のアクセスポイン トを設置してみた。

無線LAN構成は表 1 (実験1)と同様である。結果を図 7-a， bに示す。

結果を見ると lつのアクセスポイン トでも十分通信可能と言える。

31 

この実験ではアクセスポイントを窓際に置いたので，会議棟の外についても通信状況を測定した。結

果，半径で約10m離れた体育館2階の研究室で30% (5 Mbps)の結果を得た。しかし，約50m離れた

図6-aのP地点では18%(1 Mbps) より通信状況が悪化し通信不能となった。

。
84(11) 

70(11) 50(11) 

75(11) 63(11) 
36(5) 

42(11) 
30(1) 

図7-a AirStation会議棟 1階 図7-b AirStation会議棟2階
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図6-a 本館1階 図6-b 本館2階 図6-c 本館3階

図6-d 本館4階 図6-e 本館5階
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7. 実験VI

そこで，実験回と同様に外部アンテナを用いた無線LAN構成で外部アンテナを会議棟前に設置し図

6-aのP地点で通信状況を測定すると74%(llMbps)で通信可能であった。同様に図 6-bのR地

点，図6-cのS地点，図6-dのTおよびU地点で、窓側11Mbps，廊下側で5Mbpsの通信が可能でらあっ

た。しかし，図 6-aのQ地点では窓側で30%(5 Mbps)の通信は可能であったが，廊下側では通信

不能であった。 Q地点の壁は鉄筋コンクリートであり，アンテナと窓の角度により見通しにくらべ，条

件が悪くなっているものと考えられる。窓側に中継用のアクセスポイントなどの導入を今後検討して行

きたい。

8. まとめ

学内LANシステムの環境改善を目的に無線LANを検討し，その導入に向けての基礎的な現地試験

を実験 I-VIとして行った。その結果，現状の学内LANに簡単に接続できるアクセスポイントに外部

アンテナを接続するだけの簡単な設備で，既存の構造物に無理な配線工事をすることなく，かなり広範

囲の教室でLAN環境の利用が可能になることが分かつた。今後，学生がノートパソコンを利用する状

況がますます増えて行くことが考えられるので なるべく教室などの束縛を受けない環境でノートパソ

コンが使えるよう無線LANの導入を計って行きたい。さらに，無線LANの到達可能な距離に附属幼

稚聞や他のノードが存在するので，それらとのアクセスポイント間通信の実験へと進めて行きたいと考

えている。
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